
 

 

 

【禁無断転載】 
受験番号        

 

解答は，すべて解答用紙に記入して必ず提出してください。 

 

第219回簿記能力検定試験 

問題用紙 

2 級 工業簿記 

（令和７年７月13日施行） 
 

問題用紙（計算用紙含）は回収します。持ち帰り厳禁です。 
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注   意 
・試験開始の合図があるまで，問題用紙は開かないでください。 

・この試験の制限時間は１時間30分です。 

・解答は，問題の指示にしたがい，すべて解答用紙の指定の位置に記入してください。 

・解答用紙の会場コードは，試験担当者が指示した６桁の数字を頭の０(ゼロ)を含め

てすべて書いてください。 

 受験番号１番の場合，右寄せで１とだけ書いてください。 

 受験番号９０００１番の場合，９０００１と書いてください。 

 受験番号を記入していない場合や，氏名を記入した場合には，採点の対象とならな

い場合があります。 

・印刷の汚れや乱丁，筆記用具の不具合などで必要のある場合は，手をあげて試験担

当者に合図をしてください。 

・机の上に置けるものは，受験票，黒鉛筆，黒シャープペン，消しゴム，定規，計算

用具だけです。 

・黒鉛筆または黒シャープペン以外で書いてあるものは不正解とします。 

・ボールペンを使用してはいけません。 

・下敷きは，机の不良などで特に許されたもの以外は使用してはいけません。 

・計算用具(そろばん・計算機能のみの電卓など)を使用してもかまいません。 

・解答用紙は，持ち帰りできませんので白紙の場合でも必ず提出してください。 

 解答用紙を持ち帰った場合は失格となり，以後の受験をお断りする場合があります。 

・簿記上本来赤で記入する箇所も黒で記入すること。 
・解答は，必ず解答用紙に記入してください。 
・金額には３位ごとのカンマ｢ ,｣を記入すること。 
 ただし，位取りのけい線のある解答用紙にカンマ，上付きカンマ（’）で解答して

いるものは不正解とします。 

 また，カンマ「，」（数字の下側に左向き）と小数点「．」は明確に区別できるよう

にすること。 
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 

主 催 公益社団法人 全国経理教育協会

後 援 
文 部 科 学 省

日 本 簿 記 学 会
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 ①  

第219回簿記能力検定試験問題 

2級 工 業 簿 記       

解答は解答用紙に 

第１問 印刷工場における次の１～５の金額について，直接材料費，直接労務費，間接材料費，間接労務費，間

接経費のいずれかに分類し，解答欄に記入しなさい。（10点） 

 

１．印刷機のトナー消費額 

２．印刷機の設定作業に従事した時間に対する直接工の賃金消費額 

３．印刷機のメンテナンス作業に従事した時間に対する修繕工の賃金消費額 

４．印刷機に投入された紙の消費額 

５．印刷機の稼働にともなって発生した電力料 

 

 

第２問 下の１～６の取引は，全経機械株式会社で行われた活動の一部である。次の中から最も正しいと思われ

る勘定科目を用いて，これらを仕訳しなさい。（24点） 

 

製 品 仕 掛 品 製 造 間 接 費 買 掛 金 

売 掛 金 現 金 材 料 未 収 金 

受 取 手 形 売 上 原 価 未 払 金 賃 金 

支 払 手 形 売 上 仕 入 当 座 預 金 

 

１．機械の製造に用いる素材￥500,000と消耗品￥24,000を購入し，代金は翌月末に現金で支払うこととした。 

２．素材￥320,000を出庫した。そのうち，￥18,000は製造ラインの修理用である。 

３．当月の直接工による勤務時間は560時間であり，そのうち段取時間は35時間，作業場の清掃作業時間は

15時間，職場離脱時間は10時間，手待時間は８時間，残りは加工時間であった。なお，実際消費賃率は

＠￥950である。 

４．当月の製造間接費を集計したところ，実際発生額は￥463,000であったため，各製品に配賦した。 

５．機械が完成し，倉庫に納入した。なお，製造原価は￥910,000である。 

６．倉庫に納入してあった機械を顧客に引き渡し，代金￥1,269,000は当月中に当座預金口座に振り込んでも

らうこととした。また，同時に売上原価を計上した。なお，当社では製造原価に35％の利益を加算して販売

している。 

 

 

第３問 単純総合原価計算を採用している全経機器株式会社の当月の生産データと原価データは次のとおりである。

これらのデータにもとづいて，解答用紙の空欄に入る金額を求めなさい。なお，材料はすべて工程の始点で

投入しており，月末仕掛品の評価は先入先出法による。また，解答用紙の？は各自で考えること。（16点） 

 

＜生産データ＞  ＜原価データ＞ 

月初仕掛品 140個 （仕上り程度：50％）  月初仕掛品原価  

当 月 投 入 2,500個   直 接 材 料 費 ￥   168,320 

合 計 2,640個   加 工 費 ￥   117,070 

月末仕掛品 220個 （仕上り程度：30％）  当月製造費用   

当月完成品 2,420個   直 接 材 料 費 ￥ 3,100,000 

    加 工 費 ￥ 4,469,600 
 

第219回 ２級 工業簿記 
全３ページ

 ②  

 
第４問 次のア～オは，下記に示した勘定の空欄①～⑤のいずれに記入されるのが最も適当か。解答用紙の①～

⑤にア～オの記号で答えなさい。（20点） 
 

ア．当月に消費した燃料費 

イ．当月の運搬工に対する賃金消費額 

ウ．当月に倉庫に搬入された製品の原価 

エ．当月の買入部品消費額 

オ．当月に販売された製品の原価  

 

材 料 
 

前 月 繰 越 仕 掛 品 ① 

諸 口  製 造 間 接 費 ② 

 次 月 繰 越  

  

 

賃 金 
 

諸 口 未 払 賃 金  

未 払 賃 金  仕 掛 品  

 製 造 間 接 費 ③ 

  

 

製 造 間 接 費 
 

材 料 ② 仕 掛 品  

賃 金 ③   

経 費    

  

 

仕  掛  品 
 

前 月 繰 越  製 品 ④ 

材 料 ① 次 月 繰 越  

賃 金   

製 造 間 接 費   

    

 

製    品 
 

前 月 繰 越  売 上 原 価 ⑤ 

仕 掛 品 ④ 次 月 繰 越  

  

 

売 上 原 価 
 

製 品 ⑤ 月 次 損 益  
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第219回簿記能力検定試験問題 

2級 工 業 簿 記       

解答は解答用紙に 

第１問 印刷工場における次の１～５の金額について，直接材料費，直接労務費，間接材料費，間接労務費，間

接経費のいずれかに分類し，解答欄に記入しなさい。（10点） 

 

１．印刷機のトナー消費額 

２．印刷機の設定作業に従事した時間に対する直接工の賃金消費額 

３．印刷機のメンテナンス作業に従事した時間に対する修繕工の賃金消費額 

４．印刷機に投入された紙の消費額 

５．印刷機の稼働にともなって発生した電力料 

 

 

第２問 下の１～６の取引は，全経機械株式会社で行われた活動の一部である。次の中から最も正しいと思われ

る勘定科目を用いて，これらを仕訳しなさい。（24点） 

 

製 品 仕 掛 品 製 造 間 接 費 買 掛 金 

売 掛 金 現 金 材 料 未 収 金 

受 取 手 形 売 上 原 価 未 払 金 賃 金 

支 払 手 形 売 上 仕 入 当 座 預 金 

 

１．機械の製造に用いる素材￥500,000と消耗品￥24,000を購入し，代金は翌月末に現金で支払うこととした。 

２．素材￥320,000を出庫した。そのうち，￥18,000は製造ラインの修理用である。 

３．当月の直接工による勤務時間は560時間であり，そのうち段取時間は35時間，作業場の清掃作業時間は

15時間，職場離脱時間は10時間，手待時間は８時間，残りは加工時間であった。なお，実際消費賃率は

＠￥950である。 

４．当月の製造間接費を集計したところ，実際発生額は￥463,000であったため，各製品に配賦した。 

５．機械が完成し，倉庫に納入した。なお，製造原価は￥910,000である。 

６．倉庫に納入してあった機械を顧客に引き渡し，代金￥1,269,000は当月中に当座預金口座に振り込んでも

らうこととした。また，同時に売上原価を計上した。なお，当社では製造原価に35％の利益を加算して販売

している。 

 

 

第３問 単純総合原価計算を採用している全経機器株式会社の当月の生産データと原価データは次のとおりである。

これらのデータにもとづいて，解答用紙の空欄に入る金額を求めなさい。なお，材料はすべて工程の始点で

投入しており，月末仕掛品の評価は先入先出法による。また，解答用紙の？は各自で考えること。（16点） 

 

＜生産データ＞  ＜原価データ＞ 

月初仕掛品 140個 （仕上り程度：50％）  月初仕掛品原価  

当 月 投 入 2,500個   直 接 材 料 費 ￥   168,320 

合 計 2,640個   加 工 費 ￥   117,070 

月末仕掛品 220個 （仕上り程度：30％）  当月製造費用   

当月完成品 2,420個   直 接 材 料 費 ￥ 3,100,000 

    加 工 費 ￥ 4,469,600 
 

第219回 ２級 工業簿記 
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 ②  

 
第４問 次のア～オは，下記に示した勘定の空欄①～⑤のいずれに記入されるのが最も適当か。解答用紙の①～

⑤にア～オの記号で答えなさい。（20点） 
 

ア．当月に消費した燃料費 

イ．当月の運搬工に対する賃金消費額 

ウ．当月に倉庫に搬入された製品の原価 

エ．当月の買入部品消費額 

オ．当月に販売された製品の原価  

 

材 料 
 

前 月 繰 越 仕 掛 品 ① 

諸 口  製 造 間 接 費 ② 

 次 月 繰 越  

  

 

賃 金 
 

諸 口 未 払 賃 金  

未 払 賃 金  仕 掛 品  

 製 造 間 接 費 ③ 

  

 

製 造 間 接 費 
 

材 料 ② 仕 掛 品  

賃 金 ③   

経 費    

  

 

仕  掛  品 
 

前 月 繰 越  製 品 ④ 

材 料 ① 次 月 繰 越  

賃 金   

製 造 間 接 費   

    

 

製    品 
 

前 月 繰 越  売 上 原 価 ⑤ 

仕 掛 品 ④ 次 月 繰 越  

  

 

売 上 原 価 
 

製 品 ⑤ 月 次 損 益  

 



第219回 ２級 工業簿記 
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 ③  

 
第５問 全経工業株式会社の６月の取引に関する次の資料にもとづいて，解答用紙の原価計算表を完成しなさい。

なお，材料元帳の( )は各自で考えること。（30点） 

 

資   料 

１．全経工業株式会社では個別原価計算を採用しており,顧客の注文に応じて金属製品を製造している。 

 

２．当月のＡ材料月初棚卸数量と仕掛品の前月繰越高は次のとおりである。なお，当社では直接材料として

Ａ材料のみを用いている。 

   Ａ材料：80㎏  仕掛品（＃19）：￥542,650 

 

３．製造の進行に関する情報は次のとおりである。なお，完成した製品は顧客に翌日に引き渡している。 
 

製造指図書 ＃19 ＃20 ＃21 

製造着手日 ５月24日 ６月３日 ６月19日 

完成（予定）日 ６月16日 ６月24日 ７月９日 

 

４．当月の材料元帳 

 材料元帳  

(移動平均法) Ａ材料 (単位：円) 

日付 摘要 
受 入 払 出 残 高 

数量 単価 金額 数量 単価 金額 数量 単価 金額 

６ １ 前 月 繰 越 ( )( )( )    ( )( ) 43,200 

 ２ 出庫(#1 9 )    30 ( )( )( )( )( )

 ３ 仕 入 250 ( ) 136,800    ( )( ) 163,800 

 ４ 出庫(#2 0 )    ( ) ( )( ) 130 ( )( )

 10 仕 入 150 ( ) 81,060    ( )( )( )

 20 出庫(# 2 1 )    ( ) ( )( )( )( )( )

 30 次 月 繰 越    60 ( )( )    

   ( ) ( )( ) ( )    

 

５．当月の直接工による作業時間の内訳は次のとおりであった。 
 

製造指図書 段取時間 加工時間 間接作業時間 作業時間合計 

＃19 ４時間 74時間 

55時間 375時間 ＃20 ９時間 135時間 

＃21 ７時間 91時間 

 

６．当月の製造間接費実際発生額は￥768,000であり，直接作業時間を基準として各製造指図書に配賦して

いる。 

 

 



 

 

※氏名は記入しないこと｡ 

会場コード 

      

      

受験番号 

     

     
 

【禁無断転載】 

得  点 

点 

制限時間 
【1時間30分】 
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第219回簿記能力検定試験 

 2級 工 業 簿 記       解答用紙 

 
 第１問採点 

第１問（10点） 
 

 

１  ２  ３  

４  ５    

 

 

 第２問採点 

第２問（24点） 
 

 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 材 料  56,750 買 掛 金  56,750 

２ 仕 掛 品  12,000 材 料  12,000 

３ 仕 掛 品  31,000 賃 金  31,000 

４ 仕 掛 品  47,000 製 造 間 接 費  47,000 

５ 製 品  90,000 仕 掛 品  90,000 

６ 

 

現 金 

 

 
120,000 

90,000 

 

現 金 

 

 
120,000 

90,000 
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 第３問採点 

第３問（16点） 
 

 
 

 
直 接 材 料 費 

 月初仕掛品  ？ 個 ￥ 168,320  当月完成品  2,420個 （￥       ）

 当 月 投 入  ？ 個 ￥3,100,000  月末仕掛品  ？ 個 （￥       ）

 
加  工  費 

 月初仕掛品  ？ 個 ￥ 117,070  当月完成品  2,420個 （￥       ）

 当 月 投 入  ？ 個 ￥4,469,600  月末仕掛品  ？ 個 （￥       ）

 
 

 

 第４問採点 

第４問（20点） 
 

 

①  ②  ③  ④  ⑤  

 

 

 第５問採点 

第５問（30点） 
 

 
  原 価 計 算 表  （単位：円）

 
指図書 

摘要 
 ＃19   ＃20   ＃21   合   計  

月初仕掛品原価 ( )  ───  ─── ( ) 

直 接 材 料 費 (  ) ( ) ( ) ( ) 

直 接 労 務 費 ( ) ( ) ( ) 624,000

製 造 間 接 費 ( ) ( ) ( ) ( ) 

合 計 ( ) ( ) ( ) ( ) 

備 考 完   成 完   成 仕 掛 中  
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※氏名は記入しないこと｡ 

会場コード 

      

      

受験番号 

     

     
 

【禁無断転載】 

得  点 

点 

制限時間 
【1時間30分】 

 
全２ページ

 ①  

第219回簿記能力検定試験 

 2級 工 業 簿 記        解 答  

 

  

第１問（10点） ＠２点×５＝10点 

 

１ 間接材料費 ２ 直接労務費 ３ 間接労務費 

４ 直接材料費 ５ 間接経費   

 

 

  

第２問（24点） ＠４点×６＝24点 

 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

１ 材 料  524,000 買 掛 金  524,000 

２ 
仕 掛 品 

製 造 間 接 費 
 

302,000 

18,000 
材 料  320,000 

３ 
仕 掛 品 

製 造 間 接 費 
 

500,650 

21,850 
賃 金  522,500 

４ 仕 掛 品  463,000 製 造 間 接 費  463,000 

５ 製 品  910,000 仕 掛 品  910,000 

６ 
売 掛 金 

売 上 原 価 
 

1,269,000 

940,000 

売 上 

製 品 
 

1,269,000 

940,000 
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第３問（16点） ●印＠４点×４＝16点 

 
 

直 接 材 料 費 

 月初仕掛品  ？ 個 ￥ 168,320  当月完成品  2,420個 （￥●  2,995,520）

 当 月 投 入  ？ 個 ￥3,100,000  月末仕掛品  ？ 個 （￥●    272,800）

 
加  工  費 

 月初仕掛品  ？ 個 ￥ 117,070  当月完成品  2,420個 （￥● 4,464,570）

 当 月 投 入  ？ 個 ￥4,469,600  月末仕掛品  ？ 個 （￥●  122,100）

 
 

 

  

第４問（20点） ＠４点×５＝20点 

 

① エ ② ア ③ イ ④ ウ ⑤ オ 

 

 

  

第５問（30点） ●印＠５点×６＝30点 

 
  原 価 計 算 表  （単位：円）

 
指図書 

摘要 
 ＃19   ＃20   ＃21   合   計  

月初仕掛品原価 (● 542,650)  ───  ─── ( 542,650) 

直 接 材 料 費 (  16,200 ) (● 92,820) (● 119,460) (   228,480) 

直 接 労 務 費 ( 152,100) ( 280,800) (● 191,100) 624,000

製 造 間 接 費 ( 187,200) (● 345,600) ( 235,200) ( 768,000) 

合 計 (● 898,150) (   719,220) ( 545,760) ( 2,163,130) 

備 考 完   成 完   成 仕 掛 中  

 
 




